
令和７年４月配布
２年生各位

新学期（前期）ガイダンス（２年生）

東北こども福祉専門学院



１．サポート授業・レポート・科目試験について
・レポート・科目試験は、（再提出・再試験も含め）全て新しい問題集
で行います。

・取り残し、不合格科目に注意しましょう。
・リモート授業では、参考資料データを手持のタブレット等で確認しな
がらの受講で構いません。
（資料は、プリント利用データ利用のどちらでも可。データ使用のタブ
レットは、5,000円程度から入手可能。）

２．スクーリング授業について
・欠席者は、単位取得が不可となります。（30分以上の遅刻や途中退席<
中抜け等>も同様）
安易に欠席せず、配当学年の日程での受講を努めましょう。（欠席する
と、全国のスクーリング会場での受講となります。該当
した場合、事務局へ後日相談しましょう。）



３．保育実習Ⅰについて（施設と保育所実習）＜9月以降の実施＞
・短大は日誌で採点します。しっかり書けるように記入の練習並びに添削
指導を受けましょう。

・希望者は、ネームプレートを購入します。(1枚￥200<税別>事務局で(販
売）ネームプレート使用は保育園・幼稚園によって着用が異なる為オリ
エンテーションで確認しましょう。

・実習先への提出物は返却しないため、必要に応じてコピーを取りましょ
う。(健康診断書等）

・手遊びを練習しておきましょう。
(「緊張して実習園で出来なかった」という反省有り)
・実習先で使用する絵本を用意し、読み聞かせの練習をしましょう。
（購入叉は、図書館利用で）
・実習の必須科目を必ず合格しましょう。(レポートと試験の合格が必要）
・実習で不明な点の確認は早めに質問をしましょう。
・実習のキャンセル（中止と返金）は基本出来ません
（再実習は、翌年度以降となります）



４．実習前の保育実習Ⅰのガイダンスの受講について
・ガイダンスの受講は、必須です（未受講実習は不可／実習2か月前に掲示
板で日程を周知）

５．実習中の体調管理について
・実習は、あらかじめ決められた期間に行われる為、園によっては実習の
延長（延期）を断られる場合があります。体調管理には十分注意しまし
ょう。
・万が一欠席の場合は学院と実習先に本人から連絡を入れるようにします。
（第三者は不可）
６．ピアノレッスンの受講について
・レッスンは休まないように受講しましょう。
・月に１曲童謡を覚えることを目標にします。
・毎日、ピアノの前に15分以上は向かう事が大切です。(実施してます
か？）



7．スクーリング「こどもの指導法・音楽表現」（基礎演習Ⅱ）
・ピアノ・ソルフェージュの実技試験を行います。実施日を確認しましょ
う。

・スクーリング課題曲については、短大より発表され次第、お知らせしま
す。

・事前に武内先生のレッスンを受け、スクーリングまでに“レッスンカー
ド”の“達成度チェック欄”へチェックをもらいます。
（スクーリング当日の成績評価の対象となります）
・合格基準は、以下の通りです。
①楽譜の通りに弾く（又は歌う）②音・拍子を正しくとること ③止まら
ずに一定の速さで弾く（又は歌う）
・弾き直しは、講師の許可が必要です。
※「自宅では弾けていた」「上がって弾けなかった」という話を試験後に
耳にしますが、本番で弾けていないと合格出来ません。しっかり練習と
レッスンを積みましょう。


